
 

 

 

  

 

 

 

 
システム労はこの間、組合員は結果を出していること、その努

力に報いる会社の姿勢を示すこと、くわえて組合員の将来不安を
払拭し、未来に希望の持てる会社の実現を目指して、交渉を重ね
てきました。 
 その結果１８日、会社より「２.８カ月」の回答に、この間の組
合員の努力に思いを馳せた回答であるとの主旨などを確認し、妥
結に至りました。 
 
 
 
 
 
 
 
ＪＲ西労は、年末手当について要求との乖離があること、一昨

年の年末手当以降、賞与の低額回答で社員の生活は限界にきてい
ること、また一時金についてシニア・契約社員が除外されたこと
に対して、再申し入れをおこなってきました。 
しかし、会社回答は変わらず１９日中央闘争委員会及び第２回

全分会長会議を開催し、職場ではＪＲ連合・ＪＲ西労組の低額回
答・早期妥結に対する怒りが渦巻いていること、年末手当闘争を
通じて労働組合のあるべき姿を示してきたこと、職場闘争が強化
されてきたことなどを確認し、妥結に至りました。 
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